
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 



 

| 29 

中長期 直近10年 中長期 直近10年

動物 直近20か年程度 D D 増加傾向。

植物 直近20か年程度 D C 近年横ばいで推移。

動物 直近20か年程度 D D 増加傾向。

植物 直近15か年程度 D D 外来種の帰化率上昇。

気温・海水温 直近100か年程度 D D 気温、海水温とも1℃以上上昇。

集中豪雨発生件数 直近40か年程度 D D 時間50mm以上の降雨が20回程度増加。

県内の人口動態 直近60か年程度 D D 人口は中山間地域で減少、高知市に集中。

害獣生息数 直近20か年程度 B C
ニホンジカの捕獲数は増加し、近年横ばい。生

息範囲は拡大。林業被害額は減少傾向。

間伐面積 直近15か年程度 C C 減少傾向。切捨から利用へシフト。

木材生産量 直近15か年程度 C C 60％程度増加。皆伐後の植林が課題。

林業就業者数 直近40か年程度 D C 40年間で70％程度減少。近年は横ばい。

魚類 直近40か年程度 D D アユ、ニホンウナギなど顕著な減少。

魚類以外 直近40か年程度 D D
テナガエビ類、スジアオノリなど顕著な減少。直

近10年は低調で横ばい。

害獣生息数（カワウ） 直近20か年程度 C B
カワウの県内における冬季生息数は横ばい。水

産業被害額は減少し、近年は横ばい。

水量 直近55か年程度 C C
県内一級河川の低水・渇水流量の増減は不明

瞭。

生活排水系 直近40か年程度 B A
四万十川、仁淀川、物部川のBODが低下。直近

10年は低水準で推移。

濁り 直近40か年程度 C C 一部の河川で濁りの長期化が顕在化。

漁協組合員数 直近10か年程度 D D 緩やかに減少傾向。

害獣生息数 直近20か年程度 B C
ニホンジカ、イノシシの捕獲数は増加し、近年横

ばい。農業被害は減少傾向。

耕作放棄面積 直近25か年程度 C C
放棄率は近年横ばい。農地全体の面積は減少

傾向。

竹林面積 直近60か年程度 C C
増加傾向から近年は横ばい。ただしデータの精

度について要検証。

農薬使用量（出荷量） 直近20か年程度 B C
出荷量、経営耕地面積ha当たり出荷量ともに減

少傾向。近年は横ばい。

白炭生産量 直近50か年程度 B A 約3倍に増加し、生産量は全国1位。

農家数 直近60か年程度 D D 70％程度減少。

高齢化率 直近60か年程度 D D 中山間地域を中心に24％増加。

藻場面積 直近30か年程度 D C
磯焼け状態が継続。近年、対策および調査を実

施中。

造礁サンゴ被度 直近10か年程度 C B
足摺宇和海は30％程度で推移。オニヒトデ被害

は改善傾向。

魚類 直近40か年程度 D D カツオ、ソウダガツオなど減少傾向。

魚類以外 直近50か年程度 D D
アワビ類、サザエなど顕著な減少。直近10年の

漁獲量は0で推移。

水質（N、P） 直近20か年程度 C C 閉鎖性内湾の全窒素、全リンの増減不明瞭。

赤潮件数 直近10か年程度 D D 浦ノ内湾、宿毛湾などで増加。

海面漁業就業者数 直近30か年程度 D D 約70％減少。

犬や猫の保護収容頭数 直近10か年程度 B A 犬及び猫の収容頭数は90％低下。

都市緑地面積 直近40か年程度 A B
40年前に比べて大きく増加。ただし、近年は横

ばい。

　　：急激な増加、　　：増加、　　：横ばい、　　：減少、　　：急激な減少　A：良好に推移、B：改善、C：どちらともいえない、D：悪化

   - ：現状は不明だが、現在調査中であるため、今後動向が把握できる項目

ま

ち

増減傾向
特記事項

生物多様性に関わる

評価因子

評価に用いた

データ期間

評価

川

漁獲量

水質汚濁

里

海 漁獲量

富栄養化

全

体

絶滅危惧

種数

外来種の

確認種数

森
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◇人工林の拡大などによって県内に分布する原生的な自然林は狭

小で点在し、動物の生息域が分断されている。

◇人工林の拡大などにより、生態系上位種であるツキノワグマ、ク

マタカなどの生息環境が縮小している。

◇人手が少なく、管理不足の人工林が見られる。

◇ニホンジカの個体数増加と分布域の拡大による自然植生へ

の被害、濁水発生といった下流域への被害、ニホンカモシ

カの生息地の侵害が生じている。

 

◇外来種の定着により（ソウシチョウなど）、在来種と競

合するなど本来の生態系に変化が生じていることが危

惧される。

 

◇集中豪雨が頻発し、山林の崩壊が生じている。

 

◇温暖化の進行により、ブナ林など冷温帯林の縮小、

消滅が危惧される。

 

◇大規模森林開発やダム建設が行われた河川の一部では、濁水発生

とその長期化が生じ、水生生物に影響が及んでいる。

 

◇治水重視の河川改修や発電ダムにより減水区が生じた一部の河

川では、河川地形や河床材料の単調化、流路の狭小化が見られる。

◇魚道の整備不良が見られる横断構造物では、遡上や降下の際の移

動阻害が生じている。

 

◇河道内の樹林化の進行やキャンプなどの利用により、河川敷や中

州、河床など動植物の生息・生育環境が変化している。

 

◇漁業における乱獲等により、テナガエビ類やニホンウナギなどの

水資源が減少している。

 

◇良好な渓流、干潟が失われ、種数や個体数が減少している。

 

◇カワウなどの野生鳥獣による川魚（主にアユ）の食害が見

られる。

 

◇漁協組合員の高齢化及び減少により、漁場管理活動の低迷

が懸念される。

 

◇子どもたちの外遊びの減少など、くらしの中での河川利用

が減少し、自然にふれる機会が少なくなっている。

◇外来種による河道内の樹林化が進行し、動植物の生息・

生育環境が変化している。

 

◇アユなどの冷水病などの感染症が毎年見られるのに加

え、新たな感染症の発症が生じている。

◇外来種の分布域の拡大（オオクチバスなど）による生態

系の撹乱や希少種の減少が生じている。

 

◇集中豪雨や猛暑など異常気象の頻発により、生きも

のの生息・生育に対して影響が生じる場合がある。

 

◇人工林の拡大、手入れ不足によって森林群落の多様性が減少して

いる。

 

◇農地整備や水路改修などによって、多くの生きものの生息・生育

場所が変化している。

 

◇人手が少なく、管理不足の二次林、人工林が見られる。

 

◇棚田など耕作放棄地と竹林の増加に伴い、防災機能や生き

ものの生息空間が失われている。

 

◇イノシシ、ニホンジカ、ニホンザルによる農作物への被害

が見られる。

 。

◇外来種の分布域の拡大（例えばセイタカアワダチソウ、

オオフサモ）による生態系の撹乱や希少種の減少が生じ

ている。

 

◇温暖化などにより、鳥類では夏鳥の渡来と繁殖の減

少や冬鳥の越冬の減少が見られる。

◇海浜の動植物の生息・生育環境や砂の移動状況（供給と流出）が、

人工構造物などにより変化している可能性がある。

◇河川から大量の土砂や濁水が流入する場合があり、造礁サンゴや

海藻など沿岸生物の生育への影響が懸念される。

 

◇良好な海浜、干潟が失われ、種の減少などが危惧される（例えば

アカウミガメなど）。

 

◇赤潮の発生による漁業被害が毎年見られる。

 

◇世界的な乱獲により、水産資源が減少している。

 

◇子どもたちの外遊びの減少など、くらしの中での海岸利用

が減少し、自然にふれる機会が少なくなっている。

◇漁業者の高齢化及び減少により、砂浜海岸など海辺の管理

活動の低迷が懸念される。

◇海岸部ではプラスチックなどごみの漂着が見られ、魚類

や爬虫類、鳥類などへの影響が懸念される。

◇外来種の分布域の拡大（例えばコウロエンカワヒバリガ

イ）による生態系の撹乱や希少種の減少が生じている。

 

◇海水温の上昇を一因とし、藻場の消失（磯焼け）と

それを餌とするアワビ類等の減少、造礁サンゴの白

化などが見られる。

ウニなど藻食性動物による摂餌や陸からの栄養素の

供給不足も磯焼けに関与している可能性がある。

 

◇オニヒトデ、サンゴ食巻貝などの食害生物によって

造礁サンゴの成育に被害が及んでいる。

◇豪雨時に流出した樹木が沿岸漁業の妨げとなって

いる。

◇中心市街地は相対的に緑が少なく、緑化できる空間が残されてい

る。

 

◇高知市内の水域に希少な動植物が生息・生育している。

◇他のエリアにおける担い手不足。

◇遺棄された外来種や広範に植栽された観賞用植物を加

害する外来種などの分布域の拡大による生態系の撹乱

や希少種の減少が生じている。

 

◇温室効果ガスの主な発生源となっている。
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11.2 50.6 14.6 22.5 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10.3 53.2 16.7 19.2 0.5 

言葉も意味もよく知っている 言葉を聞いたことがあり、おおむね意味もわかる

意味は知らないが、言葉は聞いたことがある 聞いたことがない

無回答

2018年度

2023年度

61.8%

63.5 %

58.6

29.1

29.1

2.5

37.9

25.6

5.9

4.4

具体的にどう行動すればよいか分からない

取り組む時間や費用がかかること

日常生活で生物多様性、生きものや自然を守ることを意識する機会がない

生物多様性、生きものや自然に興味がない

まわりに活動している人がいないので行動を起こしにくい

体力的に難しい

その他

無回答

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

77.3
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ぜひ参加したい

8.3％

機会があれば

できるだけ参加したい

52.4％

リモートであれば参加したい

32.1％

参加するつもりはない

6.0％

無回答 1.2％

生物多様性に関する方針を定め、具

体的な取組を実施している 17.9％

方針は定めていないが、生物

多様性の保全に関する取組

を実施している 36.9％方針は定めているが、具体的な

取組は行っていない 13.1％

生物多様性に関する方針はなく、

何の取組も行っていない 31.0％

無回答 1.2％
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